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研究成果の概要（和文）： 10 世紀の後半から此土と隔絶した遠い彼岸世界の観念が膨張し、

院政期に至ってこの世と断絶した死後に往生すべき他界浄土の観念として定着をみる。こうし

た世界観の転換を背景に、東国で大量に作成される板碑は、彼岸の仏の垂迹として人を浄土へ

と導く存在であると規定された。板碑のある空間は遥かなる彼岸の浄土への入口であり、そこ

へ足を運び、祈りをささげることによって、浄土への往生が可能になると信じられた。それは

専修念仏とは異なるもう一つの、しかも主流としての中世の浄土信仰のあり方を示すものだっ

た。 

 

研究成果の概要（英文）： The concept of a faraway ideal world separated from this world 

expanded from the latter half of the 10
th
 Century, resulting in settlement as a concept of 

paradise in “the other world” disconnected from “this world”. Accompanying such conversion 

of worldview, Itabi made in east Japans is stipulated as an existence that led people to paradise 

as Buddha’s manifestation (Suijaku).  Since the “Pure Land of the other shore” was a far 

away world which could not be easily recognized by people, the transcendental characters 

abiding that Pure Land would, from time to time, appear in this world in visible shape like 

Itabi. 
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１．研究開始当初の背景 

 従来の思想史研究においては、仏教・
儒教・神道・キリスト教といった個別ジ
ャンルごとの、高度に理論化された思想
体系や頂点的思想家を取り上げたものが
圧倒的だった。そのため、ある時代の思
想世界の全体像を描く際にも、そうした
体系的思想の合算としてそれを行なおう
とする試みが主流をなしていた。しかし、
頂点的思想はそれぞれの時代において孤
立した思想にほかならず、それを積み上
げていくことによって、個々の思想に還
元されない時代思潮を再現しうるかどう
かについては疑問が残る。 
 私たちがまずなすべきことは、頂点思
想や体系的思想を同時代の思想史的な文
脈に位置づけていくための座標軸となる
べき、当時の人々が共有する世界観・価
値観の解明ではなかろうか。だが前近代
を対象とする場合、特に史料的な制約に
よって、民衆の世界観までをも含む時代
思潮を明らかにすることは困難であり、
ほとんど試みられてこなかった。 
 

２．研究の目的 

 以上のごとき問題意識にもとづき、本研
究においては、次の 3点を目的としてかか
げた。 
 
(1)日本の中世に焦点を絞り、大量に残存す
る「板碑」とよばれる当代固有の石碑群を
素材として取り上げ、その碑文を分析する
ことによって、当時の人々に共有されてい
たコスモロジーと死生観を抽出する。 
 
(2)前項で触れた中世人の共有する時代思
潮を背景に置くことによって、従来の中世
思想史研究の大部分を占めていた、いわゆ
る鎌倉新仏教・旧仏教、神道思想、本覚思
想といった体系的思想に、新たな角度から
意義と意味を見出すことを目指す。 
 
(3)本研究を日本中世という特定領域の研
究にとどめることなく、金石文などの体系
化されないテキストを用いていかに時代思
潮を再構成していくかという、思想史一般
の方法論の問題として深化させていく。 
 
３．研究の方法 

(1)現存する板碑のデータを網羅的に収集

すると同時に、その銘文に関するデータベ

ースを作成する。 

 

(2)研究の鍵となる主要な板碑については、

実物についての実地調査を行うとともに、

それを写真撮影して記録する。 

 

(3)板碑・金石文についてのこれまでの研

究文献を、諸分野を横断する形で網羅的に

集め、研究史の整理を行う。 

 

(4)収集した板碑について、その分析とコ

スモロジーの解明を本格的に進め、起請文

研究の成果を援用しつつ、その考察を通じ

て当該時代の人々に共有されていたコス

モロジーを抽出することを目指す。 

 

(5)板碑研究でえられたコスモロジーや死

生観と対比しながら、いわゆる鎌倉新仏

教・旧仏教、本覚思想といった体系的な仏

教思想の分析を行い、新たな角度からその

特質と意義を見出すことを目指す。 

 

(6)本研究を日本中世という一特定領域の

研究に留めることなく、国内・国外の最先

端の研究者と議論しながら、体系的な教理

を説かないテキストからいかに思想や思

潮を読み取っていくかという、思想史一般

の方法論の問題として深化させていくこ

とを目指す。 
 
４．研究成果 
(1)１0 世紀ごろから彼岸浄土の観念が肥大
化し、他界のイメージが明確化されてくると、
死後にいかにしてそこに往生できるかとい
う問題が、人々にとって切実な課題となった。
そうした状況の中で、仏が末法辺土の衆生を
救済するためにこの世に示現した垂迹に結
縁することが、往生へのもっとも確実な道で
あると信じられた。 
 
(2)板碑を含む塔婆もまた中世においては、
遠い浄土の仏が濁悪のこの世に住む悪人を
救済するために、具体的な姿を現した（垂迹
した）存在だった。それらは衆生を彼岸の浄
土に誘うことを究極の目的としており、その
所在地は彼岸世界への通路にほかならなか
った。したがって、たとえ特定個人のために
建立された塔婆であっても、そこは基本的に
だれもが結縁可能な聖地だった。 
 
(3)従来中世の浄土信仰というと、ただちに
法然、親鸞の専修念仏を想起するが、中世の
浄土信仰の主流は板碑などの垂迹に結縁す
るというタイプのものだった。法然らの専修
念仏は、垂迹を媒介とする浄土信仰の隆盛と



いう時代背景を踏まえて、はじめてその意義
がみえてくるものと考えられる。 
 垂迹という媒介者を拝して、信仰者が直接
彼岸の阿弥陀に向き合うことを重視する法
然、親鸞らの信仰は、垂迹の役割を不可欠と
みなす既存の浄土信仰に対する根源的な批
判を内包するものだった。 
 
(4)垂迹への結縁が遊行なのは生者だけでは
なかった。１２世紀中葉から聖地への納骨信
仰が盛んになり、中世墓地が形成されていく
が、その基本理念は垂迹への結縁だった。納
骨信仰の普及を通じて、浄土往生が実現する
までは霊魂が骨に留まるという観念が定着
した。 
 
(5)そうした死にかかわる観念がもう一度決
定的な変容をみせるのは、１４・１５世紀の
ことだった。彼岸世界が衰退するなかで行き
場を失った死者の霊魂は、遺骨を依り代とし
て死後も永遠にこの世に留まることになっ
た。骨と霊魂との結びつきは、以前よりも遥
かに強固で永続的なものとなった。成仏とは
草葉の陰での安らかな眠りであり、それを保
証するのが血縁者と僧侶による定期的な供
養だった。 
 
(6)かくして、霊魂を彼岸に送り届ける装置
としての供養塔は歴史的な使命を終えた。代
わって、この世での永眠のシンボルとしての
墓標が、石塔の主役の座に就くことになるの
である。 
 
(7)板碑を研究素材とすることによって、従
来まったく知られていなかった、中世人が共
有していた精神世界と救済の構造が明らか
になった。 
 

(8)板碑は、専ら日本史や歴史考古学の研究

者が基礎資料として用いてきたものであり、

そこでは板碑そのものを研究することが目

的化されて、そこに時代思潮やコスモロジー

を読み取ろうとする試みは、従来皆無といっ

てもよい状況であった。それに対し、本研究

で試みられた金石文—板碑を素材とする本格

的な思想史的研究の提唱とその実践は、まっ

たく他に類を見ない独創的なものであり、資

料論の上からも方法論の問題としても、研究

界に大きな論議を呼び起こした。 

 また板碑から当時の人々の精神世界を読

み取ろうとする本研究の試みは、歴史考古学

の分野の研究者との議論や共同研究として

実を結んだ。 

 こうした共同研究は、今後もさらに活発に

継続・発展していく予定である。 

 

(9)今日、日本中世思想史研究は世界的なレ

ベルで、かつての鎌倉仏教を中心とするもの

から、神仏習合といった混とんとした宗教世

界に目を向けようとする方向に進みつつあ

る。しかし、神仏や聖人・怨霊・疫病神・死

者などが混在する思想世界の全体像を、いか

なる素材を用いてどのように解明するかに

ついては、まだ試行錯誤が続いている状況で

ある。 
 そうした中で、板碑をはじめとする幅広い
資料を用いて、独自の立場から中世の思想世
界を再現しようと試みた本研究は、国内外で
幅広い分野の研究者から注目を集めた。その
結果、本研究成果は、アメリカ・イギリス・
イタリア・ドイツなどで開催された国際学
会・国際シンポジウムにおいて、招待講演・
基調講演として発表されることになった。ま
た、著書（『使者のゆくえ』韓国語訳）およ
び関連論文が外国語訳されるなど、国内外に
大きなインパクトを与えた。 
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